
 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ことばは、表出より理解が先に発達します。ことばの発達に課題があると、大人は早くこと

ばが出るようにと、たくさんのことばを投げかけてしまいます。伝えることばは、単語・二語

文程度の長さで短くはっきりと、伝わりにくいときには、身振りや指さしをまじえるようにし

ましょう。ことばの表出のためには、思いを伝えたくなるよう、物事に対する興味や関心を拡

げるということも大切です。 

 他にもいくつかの大切なことを紹介いたしますので、ご参考になさってください。 

 

アイコンタクトをとれるように 

コミュニケーションに大切なのは、人とのかかわり、相手に注意を向けることです。あそび

の中で視線が合いやすくなる工夫をしていきましょう。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの発達について悩んでいる保護者からは「ことばに

ついて」の質問が、多く寄せられます。ことばは他者とコミュ

ニケーションをとるためのひとつの方法です。日常的な活動や

遊びを通して、楽しく、無理なく進めていきましょう。 
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ことばにつながるコミュニケーション 

高い高いや抱っこ、くすぐるなど、身体がふれあう遊

びをたくさん行いましょう。かかわりあう中で、少しず

つアイコンタクトが生まれたり、自分に楽しいことをし

てくれる人として興味を示すようになったりします。ま

た、楽しい時の笑い声も声を発するという点で、発語へ

のアプローチにとても大切です。 

ふれあいあそび 

 

 

おすすめの遊びは？ 



呼びかけに反応する 

 呼びかけへの反応は、コミュ二ケーションのはじめの一歩です。名前を呼んでも振り向かな

いお子さんには、遊びを通し、他者に関心が向くようにしていきましょう。 

 

 

 

 大人が名前を呼び、「はーい」と言いながら、お子さんの手を上げて返事をします。挙手の

後にはしっかりほめましょう。ハイタッチをするのもいいですね。名前を呼びかけて振り返っ

たら、好きなおもちゃを渡すなど、名前を呼んだ人に目を向けたらいいことがあると、お子さ

んも気づくようになります。 

好きなおもちゃを通して 

 お子さんの好きなおもちゃを使って一緒に遊び、遊びの中で必要なことばを獲得していきま

しょう。魅力的なおもちゃは手に取ってみたくなるので、要求表現を獲得しやすい場面となり

ます。 

 お子さんがおもちゃを欲しがる様子を見せたときは、ことばを使うチャンスです。 

ひよこでの療育を紹介すると 

ステップ１ 大人がお子さんの手を取り、手の平と手の甲を合わせて、一緒に“ちょうだい”

の身振りをします。 

※ 身振りのしかたを覚えるステップです。 

ステップ２ 大人が身振りを見せ、身振りの模倣を伝えます。 

※ 模倣できない場合には、ステップ１に戻り、要求を実現します。 

ステップ３ 要求場面で、子どもが自分から身振りで表現するのを待ちます。 

※ 自分から身振りがない場合には、ステップ１またはステップ２に戻り、要求を

実現しています。 

ステップ１～３を通して、大人はことばを決めて（「ちょうだい」「ください」など）言います。

お子さんはことばを聞いたり、大人の口の動きを見たり、模倣しようとします 

指さしをする 

人が指さす方を見たり、自分が興味を持ったものを知らせたりすることは、他者の気持ちや

意図を理解したり、自分の思いを伝えたりするために大切な意味があります。遊びの中で楽し

くかかわりながら、指さしをしてみましょう。 

 

 

 

 お子さんの好きなものを２つ並べて、「どっちがほしい？」と問いかけ、お子さん自身が指

をさす場面を作ります。お子さんに反応がない時は、大人が手を添えながらお子さんの好きそ

うなおもちゃにふれさせます。その時にその物の名前「くるま」など、ことばを添えるとこと

ばを獲得するきっかけになります。 

 

 

お返事あそび 

どっちがほしい？ 

 機関紙『ひよこのみずあび』は、 

足立区公式ホームページ（http://www.city.adachi.tokyo.jp/）幼児発達支援室 

ひよこ（障がい福祉センターあしすと通所事業）にアクセスすると掲載されています。 

  

おすすめの遊びは？ 

おすすめの遊びは？ 


